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	製品名: E2F-3（アセチル-Lys168）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DP相互作用パートナータンパク質との結合を介して機能する転写因子の小規模ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質はDNA内の特定の配列モチーフを認識し、網膜芽細胞腫タンパク質（pRB）と直接相互作用して、細胞周期に関与する遺伝子の発現を制御します。この遺伝子のコピー数と活性の変化は、多くのヒト癌で観察されています。この遺伝子の疑似遺伝子は、2番染色体と17番染色体上にあります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年3月]機能：E2認識部位（5'-TTTC[CG]CGC-3'）を介してDPタンパク質と協調的にDNAに結合する転写活性化因子。この部位は、細胞周期制御やDNA複製に関与する多くの遺伝子のプロモーター領域に存在します。DRTF1/E2F複合体は、G1期からS期への細胞周期の進行を制御する機能を果たします。 E2F-3は細胞周期依存的にRB1タンパク質に特異的に結合する。,類似性：E2F/DPファミリーに属する。,サブユニット：DRTF1/E2F転写因子複合体の構成要素。DP-1と協調的にE2F部位に結合する。網膜芽細胞腫タンパク質RB1およびE2F転写活性化ドメインを阻害する関連タンパク質（RBL1など）と相互作用する。EAPPに結合する。,
	研究分野
	Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;がんの経路;膵臓がん;神経膠腫;前立腺がん;黒色腫;膀胱がん;慢性骨髄性白血病;小細胞肺がん;非小細胞肺がん;
	画像データ
	

	500倍希釈の抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000倍希釈した。

